
































































































































































































































































のと認められる。2017 年 10 月 10 日、調査委員４名が論文内容とそれに関連した事柄
について口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第２項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを
認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
